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3.1 胃瘻からの経腸栄養で誤嚥性肺炎が発生する場合は、腸瘻から投与する方が良い。

487, 488, 489, 490, 491, 492, 493, 494, 495, 496, 497, 498, 499, 500, 501（ⅢB） 

3.2 経腸栄養剤投与時には、誤嚥性肺炎防止のために上半身を挙上する方が良い。502, 

503, 504（ⅢB） 

3.3 過度に急速に胃内に経腸栄養剤を注入することにより胃食道逆流に伴う誤嚥性肺炎

を起こす危険があるので、安全な投与速度を決定するために徐々に投与速度をあげ

る方が良い。505, 506, 507, 508（ⅢB） 

3.4 経腸栄養剤の固形化・半固形化も考慮しても良い。509, 510（ⅢC） 
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